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Bibliometric analysisを活用した保健医療人材に関する学術俯瞰マップの作成

文献検索データベースから得られる膨大な書誌情報・引用/被引用情報を用い、
自然言語処理を活用したBibliometric analysisを行い、1950年から2024年ま
での看護職の離職・定着に関する学術領域全体を俯瞰する。
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 データソース：PubMed
 検索キーワード：nurs* AND(“retention” OR “stay” OR “retain*” OR “turnover” OR 

“leav*” OR “quit*” OR “retir*”)
 解析方法：Leiden法によるクラスタ形成・クラスタマップの作成、クラスタごとの出

版傾向の可視化。Python(3.8), cugraph(ver22.10)を使用

Morioka et al., （2023）DOI: 10.3390/healthcare11233050より引用

スケジュール
 検索に該当した文献 3173 のうち、検索対象文献 1307件

を分析対象とした。
 看護職の離職・定着の年間論文出版数は2000年以降増加

しており、四半世紀にわたる継続的な研究課題であった。
 Top10のクラスターは、①病院看護師、②COVID-19、

③新人・若手看護師、④男性看護師、⑤マグネットホス
ピタル、⑥職場内でのいじめ、⑦長期療養施設、⑧僻
地・地方における高齢看護師の活用、⑨ロボットの活用
による看護師の業務負荷改善・離職防止、⑩看護師のメ
ンタルヘルスが導出された。

24年5月
研究立ち上げ:研究デザイン構築

24年5－7月
データ抽出・分析
・Search strategyの決定
・分析枠組みの議論

*研究代表

24年8月‐12月
結果の解釈・論文執筆

国際学会での発表の様子

25年1月－3月
研究成果公表

大分大学大知セミのメンバーとのWeb会議



対話型生成AIの看護実践の可視化への活用 （2024年度 野口麻衣子）



精神保健看護学分野・谷口麻希



本邦における実装科学研究の推進に向けた実装科学研究パッケージの開発

研究と実践のエビデンス・プラクティスギャップの解決に向け、実装科学研究が進んでいる。しかし実装科学研究は複雑であ
るため、研究そのものが理解されていない状況にあり（Peters, 2013）、研究の質の改善が課題である（Crable et al., 2018）。
本研究では、King’s College London, Dr. Hullらの研究チームが開発したImpResTool, ImpResTool Guide, ImpRes PACの日本語版を作成し、
実装科学研究者および臨床家に向けた実装科学研究パッケージとして開発する。

方法

１．メンバー間で

対訳ルールの確認

２．Glossaryの作成

１．機械翻訳による
順翻訳版の作成

２．各メンバーによる
順翻訳版の確認

３．翻訳者間確認
（調整）

４．代表者による
全体確認

５．順翻訳版の完成

１．専門業者による

逆翻訳

２．原作者による

等価性確認

３．原作者による調和

１．認知

デブリーフィング

２．校正

ワークショップや研修の

教育コンテンツとして

試用

Phase 1. 日本語版の作成

Phase 2.
日本語版の試用

背景・目的

事前準備 順翻訳 逆翻訳 完成

日本語版の開発により、実装科学の初学者や臨床家が実装科学研究の要所を体系的に理解し、研究の各過程において適切な理論や方法を選択で
きる可能性がある。また教育・研修資料として活用することにより、国内の実装科学研究の促進と質向上に貢献できる。

ImpRes Toolは実装科学研究を始めるためのツール、ImpRes Tool Guideはツール使用ガイド、ImpResPACは研究の質評価
ツール。本プロジェクトではそれぞれの日本語版を開発する。

プロジェクト代表者）東京科学大学大学院保健衛生学研究科 在宅・緩和ケア看護学分野 石井馨子

意義



看護小規模多機能型居宅介護の拡充に向けた実態調査と
課題抽出

1．背景・目的
• 超高齢化社会が急速に進む本邦では、地域包括ケアシステ
ムが推進されている。

• 看護小規模多機能型居宅介護（看多機）は、通い、泊まり、
訪問（介護・看護）を柔軟に組み合わせて提供する介護保
険サービスである（図1）。国が量と質の確保を推進して
いるが、創設11年で必要数の半分に満たない。人口減少を
見据え、効率的なケア提供のため体制整備が必要である。

• 本研究では、看多機サービスの実態把握と課題抽出を目的
に、看多機スタッフを対象とした予備調査を実施した。

2. 研究チーム体制
• 学際的な専門家チームを編成し、目的達成に向けた協議を
実施した。なお、本調査は本学指針対象外倫理審査委員会
の承認を得て実施した（E2024-048）。

3. 取り組んだ内容・成果
• ちば看多機研究会に参加し、グループワーク等を通じて、
参加者のケア提供等の現状をヒアリングした。

• 看多機勤務の介護職および看護職を対象にアンケート調査
を実施した。対象者30名のうち、有効回答は16名
（53％）であった。

• 事業所内に連携・連絡に関する調査結果の概要を図2～図4
に示す。

4．今後の展望
• 今回の調査結果は、今後の研究活動の礎となる重要な知見
を提供するものである。今後は、全国規模での展開を視野
に入れ、さらなる研究活動を進めていく予定である。

廣岡佳代（在宅・緩和ケア看護学分野）
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介護職・看護職で統一した情報を共有する。

看護職が看護視点からの留意点を記載した記録用紙を作成。

介護職が介護視点からの留意点を記載した記録用紙を作成。

医療処置以外は看護職、介護職ともに同じ業務を担う。

領域を作らず互いの現場に入りやすくする。

各職種の専門性を尊重し合うように伝える。

介護職と看護職が二人体制でケアを実施。

図4 ．事業所内での情報共有での工夫点

75%

56%

50%

図2．事業所内連絡ツール

ケースカンファレンスやケア会議の活用

利用者宅にある連絡ノートの利用

コミュニケーションツール（SNS）の活用

図1．看護小規模多機能型居宅介護（厚生労働省HP）

31%
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図3．事業所内連携に向けた取り組み

業務用タブレットやノートPC等を職員一人一人に貸与

看護や介護記録などの電子化

ICT（情報通信技術）やe－ラーニングを活用した研修会の参加



緩和ケア病棟における非接触型機器を用いた看護ケアの評価に関する研究

【プロジェクトの背景と目的】
近年、緩和ケアにおいて、非接触型機器を用いて、終末期がん患者の予後予測や疼痛を有する患者の状態
像を把握する試みがなされてきた（Fukui, et al. 2021; Otani, et al. 2024; Tanaka, et al. 2021）。しかし、終末期がん
患者の看護ケア前後の患者の状態変化等、非接触機器によるケア評価の知見は報告されていない。
本研究の目的は、非接触型機器を用いて終末期がん患者に対する看護ケアを評価することである。これにより、
日々の看護実践において、主観的評価に加え、センシングによる客観的データを基に的確に苦痛を評価し適切
な看護を提供できると考える。

センシングによる客観的データ
連続的に24時間センシング測定

従来のアセスメントによる
主観的/客観的データ

（診療記録・看護記録等）

的確な評価
/適切な
看護介入

看護ケア前後
で従来の評価
方法では捉え
ることができ
なかった
患者の状
態・症状を
可視化

*Figure: Kogure T, et al. J Physiol Anthropol 2011

・呼吸心拍数
・体動
・睡眠覚醒 等

在宅・緩和ケア看護学分野　菅野雄介



帰宅困難者一時滞在施設の開設・運営を学び交流するメタバースの構築

災害・クリティカルケア看護学分野 佐々木吉子、藤村麻衣子、濱舘陽子、家持縁、今津陽子
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体験会の様子パソコン画面

本内容は、第30回日本災害医学会総会・学術集会記念大会一般演題（口演）にて発表した。
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